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昨
年
10
月
30
日
に
巡
視
艇
に
よ
る
洞
海
湾

ク
ル
ー
ズ
な
ど
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
の

皆
様
に
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
今
年
２
月
に
第
七
管
区
海
上

保
安
本
部
北
九
州
航
空
基
地
（北
九
州
空

港
）の
見
学
会
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
延
期
の
憂
き
目
に
遭
い
、
６
月
５
日

(

日
曜)

に
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
20
名
が
参
加
さ
れ
、
航
空
機
の

展
示
の
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
活

動
の
訓
練
を
見
学
し
、
業
務
説
明
を
受
け
た

各
会
員
か
ら「
貴
重
な
経
験
が
で
き
、
職
員

の
皆
さ
ん
と
交
流
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
。
」

と
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

致
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
参
加
頂
く
と

と
も
に
、
身
近
に
当
庁
に
ご
興
味
の
あ
る
方

が
お
ら
れ
れ
ば
入
会
の
勧
誘
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

第３号

１

一

友
の
会
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

本
号
で
は
、
今
年
６
月
か
ら
８
月
に
実
施
し

た
若
松
海
上
保
安
部
の
業
務
の
一
部
を
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
第
七
波
に
よ
り
、
中
止
や
延
期
と
な
っ

た
業
務
も
あ
り
ま
す
が
、
海
水
浴
な
ど
海
の

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

若松海上保安部長安里匡のご挨拶

ヘリの吊り上げ救助を体験する会員

ヘリコプターによる救助訓練記念撮影



海
上
保
安
部
と
北
九
州
市
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
技
能
、
知
識
、
人
材
、
体
制
、
情
報
等
を

有
効
活
用
し
、
様
々
な
分
野
で
緊
密
に
相
互

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
よ
り
一
層
の

安
全
と
安
心
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
地
域

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令

和
３
年
３
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、

・
市
民
の
海
上
に
お
け
る
安
全

・
人
命
救
助
、
防
災
に
つ
い
て
の
連
携
強
化

・
社
会
学
習
に
青
少
年
の
育
成

・
灯
台
の
利
活
用

に
つ
い
て
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ニ

北
九
州
市
と
の
包
括
連
携
協
定

２

市
民
セ
ン
タ
ー
１
３
６
カ
所
に
安
全
啓
発
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

7
月
17
日

玄
海
青
年
の
家

海
上
安
全
教
室
と
し
て
小
中
学
生
24
名
に

海
中
に
転
落
し
た
場
合
の
対
応
、
救
命
胴

衣
の
着
用
方
法
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

7
月
22
日

県
立
八
幡
中
央
高
校

出
前
教
室
と
し
て
公
務
員
志
望
の
２
、

３
年
生
15
人
に
同
校
の
公
務
員
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
合
わ
せ
て
、
当
庁
の
業
務
、
採
用

試
験
要
項
な
ど
を
案
内
し
ま
し
た
。

救命胴衣の着用方法



３

８
月
１
日

生
き
生
き
子
供
講
座
（一
枝
市
民
セ
ン
タ
ー
）

若
松
海
保
庁
舎
、
巡
視
艇
に
て
小
学
生
10
名
に
職
場
体
験
と

し
て
海
上
保
安
官
の
仕
事
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

巡視艇船長へ敬礼！巡視艇で洞海湾クルーズ

制服試着空気呼吸器の使い方

海上保安官の仕事を紹介

７
月
12
日
「
夢
授
業
」
市
立
永
犬
丸
小
学
校

警
察
官
や
建
築
士
な
ど
様
々
な
職
業
人
と
と
も
に「
夢
授

業
」に
参
加
し
て
６
年
生
95
名
に
海
上
保
安
官
に
な
っ
た
き
っ

か
け
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
辛
か
っ
た
経
験
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。

※

「
夢
授
業
」と
は
、
一
般
社
会
で
楽
し
く
、
熱
心
に
働
く

様
々
な
職
業
に
就
く
大
人
（職
業
人
）た
ち
が
学
校
に
集
ま

り
、「
仕
事
の
や
り
が
い
」や
「
働
く
よ
ろ
こ
び
」に
つ
い
て
子
供

た
ち
と
対
話
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

仕事のやりがいを語る



毎
年
７
月
16
日
～
31
日
の
間
、「
海
難
ゼ

ロ
への
願
い
」を
テ
ー
マ
に
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

・テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
広
報

・海
水
浴
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
た
指
導

・小
中
学
校
で
の
海
上
安
全
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

三

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４

７
月
１
日

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビJ:C

O
M

の

「L
IV
E

ニ
ュ
ー
ス
」
（毎
日
11
00
か
ら
生

中
継
）に
出
演
し
、
波
津
海
水
浴
場
か
ら
海

の
危
険
性
や
事
故
防
止
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

に
お
け
る
注
意
点
を
広
く
訴
え
ま
し
た
。

７
月
31
日

家
族
連
れ
で
賑
わ
う
日
曜
日
に

若
松
・折
尾
警
察
署
と
合
同
で
管
内
の
海
水

浴
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
水
難
事
故
防
止
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

８
月
７
日

日
曜
日
に
水
上
バ
イ
ク
ユ
ー

ザ
ー
へ遊
泳
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
マ

ナ
ー
向
上
を
啓
発
し
ま
し
た
。

海
水
浴
場
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
波
津
海
水
浴

場
監
視
員
へ救
命
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

海水浴場監視員に人工呼吸
を指導する若松海保職員

啓発グッズを配付する若松海保職員



突
発
的
に
発
生
す
る
災
害
や
事
故
に
迅

速
に
対
応
し
て
人
の
生
命
と
財
産
を
保
護

す
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
と
の
綿
密
な
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
若
松
海
上
保
安
部
で

は
、
合
同
訓
練
を
実
施
し
て
警
察
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

四

関
係
機
関
と
の
連
携

５

７
月
26
日

若
松
・戸
畑
警
察
署
と
合
同
訓
練

く
き
の
う
み
花
火
大
会
（悪
天
候
に
よ
り
中

止
）に
備
え
、
見
物
客
が
海
へ転
落
し
た
想
定

で
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

事故現場へ急行する巡視艇

溺者役を演じる若松海保職員

７
月
30
日

官
民
合
同
沿
岸
海
難
救
助
訓

練
・芦
屋
港
）

遠
賀
郡
消
防
本
部
、
芦
屋
地
区
小
型
船
安

全
協
会
と
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

遠賀消防の水上バイクによる溺者救助

溺者
巡視艇

巡視艇

芦屋小安協所属船による溺者救助

溺者

溺者

海保ヘリコプターによる溺者救助

救助員

6
月
７
日

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
黒
崎
事
業

所
総
合
防
災
訓
練

タ
ン
カ
ー
か
ら
海
上
へ重
油
が
流
出
し

た
と
の
想
定
で
、
関
係
機
関
と
の
合
同

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
巡
視
艇
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

洞
海
湾
に
は
多
く
の
危
険
物
取
扱
企

業
が
立
地
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
の
連

携
が
重
要
で
す
。

巡視艇から放水消火



昨
今
の
少
子
化
に
よ
る
若
年
層
人
口
減

少
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
を
採
用
す
る
こ

と
が
我
々
海
上
保
安
庁
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
松
海
上
保
安
部
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

管
内
の
高
校
、
高
専
、
大
学
を
訪
問
し
て
積

極
的
に
学
生
募
集
活
動
（職
員
採
用
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。

海
上
保
安
官
は
海
上
で
の
法
令
執
行
な
ど

特
殊
な
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
警
察
官

や
消
防
士
と
同
様
に
初
任
教
育
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
採
用
試
験
は
、
幹

部
職
員
を
養
成
す
る
海
上
保
安
大
学
校

（広
島
県
呉
市
）、
又
は
中
堅
職
員
を
養
成

す
る
海
上
保
安
学
校
（京
都
府
舞
鶴
市
）へ

の
学
生
募
集
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
家

族
や
ご
近
所
に
海
上
保
安
官
を
熱
望
し
て

い
る
方
、
公
務
員
を
希
望
し
て
い
る
方
な
ど

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
し
て
頂
け
る

と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

希
望
者
が
あ
れ
ば
、
少
人
数
で
あ
っ
て
も
職

場(

巡
視
艇
）見
学
、
業
務
内
容
や
採
用
試

験
な
ど
を
説
明
す
る
機
会
を
可
能
な
限
り

提
供
致
し
ま
す
。

五

学
生
募
集
（
職
員
採
用
）

６

市
立
図
書
館
に「
海
上
保
安
庁
特
設
コ
ー
ナ
ー
」開
設

学
生
募
集
活
動
の
一
環
と
し
て
、
海
上
保
安
協
会
洞

海
支
部
の
支
援
を
得
て
、
海
上
保
安
庁
関
連
の
書
籍
を

購
入
し
て
管
内
の
図
書
館
（戸
畑
、
折
尾
、
若
松
）へ寄

贈
し
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
来
館
者
の
目
に
触
れ
て
頂
け
る
よ
う
に
、

図
書
館
側
へ「
海
上
保
安
庁
特
設
コ
ー
ナ
ー
」の
設
置
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
期
間
限
定
で
快
諾
し
て
頂
き
、
入

口
付
近
の
目
立
つ
場
所
に
開
設
（９
月
中
）し
て
頂
き
ま

し
た
。

皆
様
も
ご
来
館
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
ま
せ
。

７月中に管内の高校、大学計１６校を訪問してポスター、募集要項を配付

海上保安庁特設コーナー（折尾図書館）



若
松
海
上
保
安
部
が
企
画
・参
加
す
る

一
般
市
民
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

小
倉
城

日
時
：10
月
30
日
（日
）午
前
９
時

場
所
：小
倉
城

詳
細
は
末
尾
に
添
付
し
た
案
内
を
ご

覧
下
さ
い
。

二

若
戸
大
橋
開
通
60
周
年
記
念
協
賛

「
巡
視
船
き
く
ち
一
般
公
開
」な
ど

日
時
：10
月
23
日
（日
）

場
所
：若
松
公
共
岸
壁
（若
松
駅
の

海
側
）

注
意
：海
難
発
生
等
に
よ
り
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

六

イ
ベ
ン
ト
予
定

巡視船きくち（PM26）
船型：３５０トン型巡視船
所属：門司海上保安部
全長：５６ｍ
総トン数：３３５トン
就役：平成21（2009）年2月

発行：若松海上保安部 〒808-0034 若松区本町１丁目14-12 ℡ ０９３-７６１-２４９７７

編
集
後
記

今
号
よ
り
編
集
を
若
松
海
上
保
安
部
次

長
倉
田
主
税
が
担
当
し
ま
す
。

今
年
6
月
初
旬
に
着
任
し
た
ば
か
り
で
、

前
職
はJIC

A

（国
際
協
力
機
構
）長
期
専

門
家
と
し
て
令
和
元
年
6
月
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
・マ
ニ
ラ
に
三
年
間
駐
在
し
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
（沿
岸
警
備
隊
）の
能
力

向
上
を
支
援
し
ま
し
た
。
中
国
の
海
洋
進

出
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
中
国
の
経
済
と

ワ
ク
チ
ン
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
小

国
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
憂
き
目
を
垣
間
見
つ
つ
、

南
国
特
有
の
何
事
も
楽
観
す
る
ス
ロ
ー
な

生
き
様
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

若
松
で
の
勤
務
は
二
度
目
で
、
約
30
年
前

（平
成
元
年
～
三
年
）の
20
歳
代
に
三
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
当
時
は
本
町
ア
ー

ケ
ー
ド
街
に
空
き
店
舗
は
な
く
て
賑
や
か

だ
っ
た
だ
け
に
、
時
代
の
流
れ
を
寂
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

職名：若松海上保安部次長
官職：海上保安官
氏名：倉田 主税（ちから）
階級：三等海上保安監

七

海
事
功
労
者
の
表
彰

多
年
に
わ
た
り
海
上
保
安
協
会
役
員
と

し
て
海
上
保
安
思
想
の
普
及
事
業
な
ど
を

推
進
し
、
海
上
保
安
業
務
の
発
展
に
尽
力

し
た
功
績
に
よ
り
、
第
七
管
区
海
上
保
安

本
部
長
か
ら
次
の
二
名
が
表
彰
さ
れ
、
７

月
22
日
に
若
松
海
上
保
安
部
長
安
里
匡

か
ら
感
謝
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

一

第
一
港
運
（株
）
代
表
取
締
役
社
長

岡
部

太
郎

氏

二

矢
野
海
運
（株
）
代
表
取
締
役
社
長

矢
野

功
太
郎

氏

第一港運株式会社
岡部 社長

矢野海運株式会社
矢野 社長





初代灯台完成写真 岩松助左衛門が建設予定の灯台（未完成）

～岩松助左衛門翁没後１５０年～

in 小倉城

白洲灯台
フェスティバル

１５０ｔｈ ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ

～岩松助左衛門翁没後１５０年～

in 小倉城in 小倉城in 小倉城

白洲灯台
フェスティバル

１５０ｔｈ ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ

０９：００　イベント開始
１０：００　岩松助左衛門翁顕彰碑前にて講話
　　　　　★雨天時は小倉城５F
　　　　　（岩松助左衛門翁顕彰会）
１１：００　小倉城５Fにて紙芝居（第１回）
　　　　　（岩松助左衛門翁顕彰会）
１３：００　岩松助左衛門翁顕彰碑前にて講話
　　　　　★雨天時は小倉城５F
　　　　　（岩松助左衛門翁顕彰会）
１４：００　しろテラスにてフォトコンテスト表彰式
　　　　　（若松海上保安部）
１５：００　小倉城５Fにて紙芝居（第２回）
　　　　　（岩松助左衛門翁顕彰会）

１６：００　イベント終了

小学生以下対象小学生以下対象

スタンプラリースタンプラリー
クイズに答えて、スタンプをコンプリートしたら、
記念品がもらえるよ。朝１０時からしろテラスより
スタートできます。（１人１回）

展示説明会展示説明会
11/6(日)10:00～,14:00～の2回、北九州市立自然史・
歴史博物館学芸員による１F展示物説明会を行います。

★展示物は小倉城営業時間と同様に朝９時から夜８時まで観覧できます。
　（※なお、小倉城入館には入城料が必要です。）

タイムスケジュール

10/30日 10/29土～11/6日
展示物は

10/30日
のみ

11/6日
のみ
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★小倉城１F展示コーナーでは灯台のパネルや岩松助左衛門ゆかりの品々を展示しています。
　郷土の名士の偉業に思いを馳せて、是非、ご覧ください。

©JCGF ©小倉城マスコットキャラクター
とらっちゃ，北九州市

白洲灯台の要目
所 在 地 ： 北九州市小倉北区藍島白洲

初 点 灯 ： 明治6年9月1日

灯 　 質 ： 単閃白光「毎4秒に１閃光」

光達距離 ： 7．5海里（約14km）

灯　　高 ： 16.0m（平均水面～灯火）

灯　　塔 ： 上部鉄造下部石造

機　　器 ： LED灯器 太陽電池装置蓄電池

うみまる うーみん

白洲灯台

白洲

長浜

藍島

北九州市

主催　若松海上保安部
　　　北九州市
　　　 全国近代化遺産活用連絡協議会
　　　独立行政法人日本芸術文化振興会
　　　文化庁
協賛　（公社）西部海難防止協会
　　　TEAM城下町小倉共同事業体
　　　岩松助左衛門翁顕彰会
　　　（株）藤屋
　　　サマユー株式会社
後援　（公財）海上保安協会洞海支部
監修　北九州市立自然史・歴史博物館


